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2025年4月10日 午後12時30分（ハワイ標準時）まで公表禁止

ハワイにおける脳卒中ケアの拡大に680万ドル（約9億8,962万円）を助成

米国心臓協会（American Heart Association）とヘルムスリー慈善信託（Helmsley Charitable Trust）の助成金は、ハワイの脳卒中ケアシステムを強化・拡大し、地方の人々の脳卒中による死亡率と障害率を減少させる

2025年4月10日、ホノルル発 – 心臓病や脳卒中を含む心血管疾患は、ハワイにおける死因の第1位です。[footnoteRef:2] すべての人がより健康的な生活を送れる世界へと未来を変えることに専念している米国心臓協会の一部門である米国脳卒中協会は、州全体のイニシアチブを主導し、ハワイ全土におけるあらゆる段階の脳卒中ケアの強化を目的とした、数百万ドルを投じた新たな「ミッション：ライフライン・ストローク」を掲げています。これは、 レオナM.およびハリーB.ヘルムスリー慈善信託（The Leona M. and Harry B. Helmsley Charitable Trust）からの580万ドル（約8億4,396万円）の助成金と、米国心臓協会からの100万ドル（約1億4,540万円）の拠出金によって支えられています。   [2:  アメリカ疾病予防管理センター。 （2022年2月28日）。 各州の統計 - 脳卒中死亡率。 アメリカ疾病予防管理センター。 https://www.cdc.gov/nchs/pressroom/sosmap/stroke_mortality/stroke.htm（英語版ウェブサイト） 
各州の統計 - 脳卒中死亡率（英語版ウェブサイト）] 


脳卒中はハワイ州における死因の第3位、また障害の原因の第1位です。[footnoteRef:3] 脳卒中の急性期は特に致命的であり、命を救い、永続的な障害を軽減するためには、一刻を争う治療が必要です。 「ミッション：ライフライン・ストローク」は、急性期脳卒中ケアのあらゆる要素を結びつけて、円滑に統合したシステムを構築することに重点を置き、脳卒中患者を速やかかつ効果的に治療するために、エビデンスに基づいたガイドラインの使用を強化します。 病院、救急医療サービスと救急隊員、リハビリテーション施設、通信・規制機関、州・地方政府を結びつけ、救命と生活改善につながる予防的な脳卒中ケアシステムを構築します。 [3: アメリカ疾病予防管理センター。 （2022年2月28日）。 各州の統計 - 脳卒中死亡率。 アメリカ疾病予防管理センター。 https://www.cdc.gov/nchs/pressroom/sosmap/stroke_mortality/stroke.htm（英語版ウェブサイト） 
 各州の統計 - 脳卒中死亡率（英語版ウェブサイト）] 


医師でハワイ州知事のジョシュ・グリーン（Josh Green）は、次のように述べています。「脳卒中に関しては、一秒もおろそかにできません。知事として、また医師として、私はすべての住民のための医療改善に深くコミットしています。 このイニシアチブは、州内の農村部に命を救う脳卒中ケアへのアクセスを確保するための画期的な一歩です。 救急隊、病院、医療従事者間の協調を強化することで、脳卒中患者がどこに住んでいても、リハビリテーションや急性期後ケア施設へのアクセスを含め、すべての脳卒中患者に速やかで効果的な治療を提供することができます。」 

このイニシアチブは、「ミッション：ライフライン」の心臓病や脳卒中のケアシステムのモデルに対する、ヘルムスリー慈善信託の一連の助成金の最新のものです。

「このプログラムは、特にサービスが行き届いていない農村で、脳卒中ケアを大幅に向上させる最良の方法だと考えています。」とヘルムスリー慈善信託の管財人であるウォルター・パンジラー（Walter Panzirer）は述べています。 

ハワイの脳卒中プログラムは、ヘルムスリー慈善信託が米国全土で資金提供した同様のイニシアチブの成功に基づいています。 2010年以来、ヘルムスリーは、米国心臓協会のミッションに9,670万ドル（約141億4,942万円）以上を拠出し、州全体のケアシステムの強化で基礎的な役割を果たしてきました。 同慈善信託の支援は、サウスダコタ州、ノースダコタ州、ネブラスカ州、ワイオミング州、モンタナ州、ミネソタ州、アイオワ州で「ミッション：ライフラインSTEMI（ST上型昇心筋梗塞）およストローク」プロジェクトを推進してきました。 こうした取り組みにより、州全体のネットワークが強化され、急性期後の施設に品質基準が導入され、最終的には患者の転帰が改善し、農村や文化的・言語的に多様な地域社会における救命医療へのアクセスが向上します。

米国心臓協会のCEOであるナンシー・ブラウン（Nancy Brown）は、次のように述べています。「『ミッション：ライフライン・ストローク』イニシアチブは、ハワイ全諸島で脳卒中ケアを向上させる画期的な取り組みであり、すべての人の公平な健康の促進という私たちのコミットメントを強化するものです。」 「私たちは、ハワイのリーダーたちと協力してこのイニシアチブを主導し、患者の居住地にかかわらず、速やかで質の高い脳卒中ケアへのアクセスを確保することを誇りに思っています。」 

「ミッション：ライフライン・ストローク・ハワイ」の重要な要素として、同協会は、7つの認定脳卒中センター、6つの追加の市民病院地、9つのクリティカルアクセス病院を含む、ハワイ全土の24の病院間の調整を強化します。 さらに、18の施設が急性期後の脳卒中治療の品質基準（英語版ウェブサイト）を導入し、回復転帰を向上させます。 このイニシアチブではまた、ハワイ先住民や太平洋諸島の住民の脳卒中死亡率の相対的な高さに対処するため、文化的に信頼できる教育リソースを通じて、高血圧と脳卒中に対する認識を高めることにも重点を置いています。

「ミッション：ライフライン・ストローク」は、地元の病院、ハワイ脳卒中連合、ハワイ州保健局、救急医療サービス（EMS）隊を代表する州全土の多様な関係者との連携をさらに強化し、以下を含む州全体の脳卒中ケアシステムを指導します。

· 心血管疾患の危険因子と疾患による不相応の影響を受けている多様な民族集団に焦点を当て、脳卒中の危険因子と症状、および911への通報の必要性に関する周知を高める 
· 脳卒中が疑われる患者を迅速に特定・治療し、最も適切な施設に搬送するための十分な訓練を受けた組織的なEMSネットワークと、下流のケアチームの早期稼働
· 脳卒中患者を適切に治療し、適切な場合にはより高度なケアや質の高いリハビリテーションサービスに移行できる、十分な訓練を受けた病院スタッフ
· ハワイ全諸島の病院間の調整と協力
· 質の高い、急性期後の脳卒中リハビリテーションと回復ケアへのシームレスな移行
· 回復と生活の質を向上させるための、急性期後の脳卒中ケア施設におけるガイドラインに沿った標準化されたケアと、急性期後の脳卒中ケアの認定を受けた高度看護施設
· 持続可能な州全体の品質改善データシステムにより、患者ケアをモニタリングし、成功例とさらなる改善および支援が必要な分野を特定する
· 州全体の脳卒中転帰に長期的な注意を払うための堅牢な共同インフラと、州全体の主要な関係者に向けた将来の脳卒中対策の指針となる報告書


###

米国心臓協会について
米国心臓協会は、より健康で長寿の世界を目指す団体です。 すべての地域における公平な健康の確保に専心する団体として、100年以上にわたり健康情報に関する主要な情報を提供し続けています。 世界中から3,500万人以上のボランティアに支えられ、画期的な研究に資金を提供し、人々の健康を守り、心血管疾患と脳卒中を患う人々の命を救い、生活を改善するために重要なリソースを提供しています。 我々は科学、政策、治療におけるブレークスルーを推進し、実証済みのソリューションを行うことで、日々健康の増進と生活の変革のために絶えず努力を続けています。 詳細につきましては、heart.org（英語版ウェブサイト）、Facebook、Xをご覧ください。または 1-800-AHA-USA1までお電話ください。

米国脳卒中協会について
米国脳卒中協会は、脳卒中の減少と、健康で長寿の世界を目指す団体です。 数百万人のボランティアや寄付者と協力し、すべての地域社会における公平な健康と脳卒中ケアの実現を目指しています。 革新的な研究に資金提供し、公衆衛生のために闘い、命を救うリソースを提供することで、脳卒中の予防、治療、克服に取り組んでいます。 ダラスを拠点とする同協会は、米国心臓協会の一部門として1998年に設立されました。 詳細や参加については、1-888-4STROKEにお電話いただくか、stroke.org（英語版ウェブサイト）をご覧ください。 FacebookおよびXで同協会をフォローしてください。

[bookmark: _Hlk194064013]ヘルムスリー慈善信託について
レオナM.およびハリーB.ヘルムスリー慈善信託は、米国および世界各地で、健康イニシアチブと厳選した場所に基づいたイニシアチブの卓越した取り組みを支援することにより、人々の生活を向上させることを目指しています。 2008年に積極的な助成を開始して以来、ヘルムスリーは幅広い慈善目的のために45億ドル（約6,578億8,870万円）以上を拠出しています。 ヘルムスリーの地方医療プログラムは、情報技術を活用して、農村部の患者を救急医療につなげたり、遠隔地の患者に最新の医療治療を提供したり、農村部の病院や救急隊員に最先端のトレーニングを提供したりする革新的なプロジェクトに出資しています。 現在までにこのプログラムは、ハワイ州、アイオワ州、ミネソタ州、モンタナ州、ネブラスカ州、ネバダ州、ノースダコタ州、サウスダコタ州、ワイオミング州、および2つの米国の太平洋領土、米領サモアと北マリアナ諸島連邦の組織やイニシアチブに8億ドル（約1,169億4,240万円）以上を授与しています。 詳細は、www.helmsleytrust.org（英語版ウェブサイト）をご覧ください。  

メディアからのお問い合わせ： 
メーガン・デイビッドソン（Megan Davidson）：701-741-9188、Megan.Davidson@Heart.org
一般の方からのお問い合わせ：1-800-aha-usa1 (242-8721)
heart.org および stroke.org（英語版ウェブサイト）
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